
風
信

　
長
崎
が
生
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
中
で
、
志
筑
忠
雄
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

人
物
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
志
筑
の
著
書『
暦れ
き
し
ょ
う
し
ん
し
ょ

象
新
書
』は
、
日
本
人
で
初
め
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
力
学
と

自
然
哲
学
を
理
解
で
き
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
だ
か
ら
自く

る

ま
動
車
も
な
い
時
代
に
、

「
速
力
」「
加
速
」「
動
力
」「
遠
心
力
」「
求
心
力
」な
ど
の
言
葉
を
つ
く
っ
て
い
る
し
、
太

陽
系
宇
宙
の
成
立
に
関
し
て
も
独
自
の
星
雲
説
を
編
み
出
す
な
ど
、
時
代
を
突
き
抜

け
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
が
個
人
的
に
驚
い
た
の
は
、
彼
が
球
体
の
体
積
を
計
算
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
公
式
は
蘭
書
に
学
ん
だ
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
を
実
際
に
応
用
し
た
と
こ

ろ
が
す
ご
い
。
志
筑
忠
雄
は
有
名
な
わ
り
に
は
、
そ
の
実
家
や
家
系
に
関
す
る
史
料

が
極
め
て
乏
し
い
。

　
ま
ず
志
筑
の
史
料
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
渡
辺
庫
輔
氏
の『
阿

蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』が
あ
る
。
初
代
・
志
筑
孫
兵
衛
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
幕
末

の
志
筑
龍
三
郎
に
到
る
ま
で
、
代
々
志
筑
家
の
阿
蘭
陀
通
詞
に
及
ん
で
お
り
、
中
で

も
志
筑
忠
雄
に
関
し
て
最
も
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。

　
志
筑
忠
雄
の
項
目
は
、
彼
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
四
十
三
年
後
の
嘉
永
二
己
酉（
一

八
四
九
）年
に
書
か
れ
た
、
志
筑
龍
太
の「
上
書
由
緒
書
」の
引
用
に
は
じ
ま
る
。

　
「�

浚
明
院
様
御
代
安
永
五
申（
一
七
七
六
）年
、
養
父
跡
職
被
仰
付
、
稽
古
通
詞
罷

成
、
仝
六
酉
年（
一
七
七
七
）病
身
罷
成
候
ニ
付
、
御
暇
奉
願
、
文
化
三
寅（
一

八
〇
六
）年
七
月
九
日
病
死
仕
候
」

　
渡
辺
氏
は
こ
こ
か
ら
、

志
筑
忠
雄
が
稽
古
通
詞

と
し
て「
在
職
わ
ず
か
に

二
年
」と
断
定
し
た
。そ

し
て
、
そ
れ
は
長
い
間

志
筑
に
関
す
る
著
書
に

引
用
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
こ
の
説
は
、

二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
催
さ
れ
た「
志
筑
忠
雄
没
後
二
〇

〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
お
い
て
、
新
た
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

　
原
田
博
二
氏
は「
地
役
人
分
限
帳
」に
拠
る
調
査
か
ら
、
志
筑
忠
雄
が
天
明
二（
一

七
八
二
）年
ま
で
稽
古
通
詞
を
勤
め
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・

フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
さ
ら
に
伸
び
て
天
明
六（
一
七
八
六
）年
ま
で

の
十
年
間
を
稽
古
通
詞
と
し
て
在
職
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　「
志
筑
忠
雄
」は
い
わ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、「
中
野
忠
次
郎
」が
実
名
で
あ
り
、『
阿

蘭
陀
通
詞
志
筑
氏
事
略
』に
は
、

　
　�

忠
次
郎
は
文
化
三
丙
寅
年（
一
八
〇
六
）七
月
八
日
没
。
光
永
寺
過
去
帖
、
丙
寅

の
条
に
、「
大
什
堂
徳
声
、
外
浦
町
、
中
野
忠
次
郎
事
、
行
年
四
十
七
歳
、
七

月
八
日
」と
い
っ
て
あ
る
。

　
ま
た
、

　
　�

光
永
寺
過
去
帖
か
ら
中
野
氏
を
拾
う
に
、
享
保
十
二
丁
未（
一
七
二
七
）年
に「
外

浦
町
、
中
野
浄
春
」、
享
保
十
八
癸
丑（
一
七
三
三
）年
に「
外
浦
町
、
中
野
金
十

郎
」、
寛
保
三
癸
亥（
一
七
四
三
）年
に「
外
浦
町
、
中
野
用
助
母
」、
延
亨
二
乙

丑（
一
七
四
五
）年
に「
外
浦
町
、
中
野
用
助
」が
あ
る
。
忠
次
郎
は
丙
寅
に
四
十

七
歳
で
あ
る
か
ら
、
逆
算
し
て
宝
暦
十
庚
辰（
一
七
六
〇
）年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

用
助
の
孫
で
は
な
か
ろ
う
か
。
用
助
は
三
井
組
用よ
う

達た
し

で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
渡
辺
氏
が
残
し
た
中
野
家
に
関
す
る
史
料
の
す
べ
て
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
だ
け
で
は
、
こ
こ
に
登
場
す
る
人
々
と
志
筑
忠
雄
と
が
ど
ん
な
関
係
に
あ
っ
た
の

か
見
当
が
つ
か
な
い
。

  

筆
者
は
、
渡
辺
氏
の「
用
助
が
三
井
組
用よ
う

達た
し

で
あ
る
」と
い
う
指
摘
を
手
掛
か
り
に
、

東
京
の
三
井
文
庫
に
江
戸
時
代
、
長
崎
に
進
出
す
る
三
井
に
関
す
る
資
料
が
あ
れ
ば

何
で
も
い
い
か
ら
送
っ
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
。
す
る
と
ま
も
な
く
、『
三
井
文
庫

論
叢
』第
十
二
号（
昭
和
五
十
三
年
）が
届
け
ら
れ
た
。

　
中
に
賀
川
隆
行
氏
に
よ
る「
化
政
期
の
越
後
屋
長
崎
方
の
流
通
構
造
」が
あ
り
、
中

野
家
は
、
越
後
屋
京
都
本
店
の
資
金
で
輸
入
反
物
を
落
札
す
る
本
商
人（
五
ヶ
所
商

人
）で
、「
中
野
用
助
」と
は
個
人
名
で
は
な
く
、
中
野
家
代
々
襲
名
さ
れ
た
名
前
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
先
駆
的
研
究
と
し
て
、

森
岡
美
子
氏
の「
三
井
越
後
屋
の
長
崎
貿
易
経
営
」（
昭
和
三
十
八
年
）が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
の
で
そ
れ
も
入
手
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
森
岡
氏
が
つ
く
ら
れ
た
中
野
家
系
図

を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し「
忠
次
郎
」に
当
た
る
個
所
に
は「
忠
治●

郎
」と
い
う
字
が
振
ら
れ
て
お
り
、

森
岡
氏
は
そ
れ
が「
中
野
忠
次●

郎
」と
は
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ

の
時
点
で
気
づ
か
れ
て
い
た
ら
、
す
で
に
志
筑
の
家
系
に
関
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
家
系
図
に
添
っ
て
渡
辺
庫
輔
氏
が
調
査
さ
れ
た
中
野
家
の
人
々
を
調

べ
直
す
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち「
中
野
浄
春
」は
初
代
利
右

衛
門（
忠
次
郎
の
曾
祖
父
）、「
中
野
金
十
郎
」は
二
代
目
用
助
の
長
男（
忠
次
郎
の
伯

父
）、「
中
野
用
助
母
」は
初
代
利
右
衛
門
の
妻（
忠
次
郎
の
曾
祖
母
）、「
中
野
用
助
」

は
用
助
を
最
初
に
名
乗
っ
た
二
代
目
浄
貞（
忠
次
郎
の
祖
父
）と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て「
忠
次
郎
は
用
助
の
孫
で
は
な
か
ろ
う
か
」と
い

う
渡
辺
氏
の
推
測
は
的
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
代
目
用
助
に
は
三
人
の
子
供
が
あ
っ
た
が
、男
子
は
二
人
と
も
早
世
し
、 

残
っ
た

女
子「
し
か
」（
忠
次
郎
の
母
）は
養
子
を
迎
え
た
。相
手
は
泉
屋
甚
次
郎
の
実
子「
文
四

郎
」（
忠
次
郎
の
父
）で
、
彼
が
三
代
目
用
助
を
継
ぐ
。こ
の
二
人
に
は
六
人
の
子
が
生

ま
れ
、五
人
ま
で
は
す
べ
て
男
子
、最
後
が
女
子「
た
き
」で
、忠
次
郎
の
妹
に
当
た
る
。

　
五
人
の
男
子
の
う
ち
長
子
が
四
代
目
を
継
ぎ
、
次
男
は
大
坂（
信
濃
屋
）に
働
き
に

出
て
死
去
し
、
三
男
は
薬
種
目
利
の
株
を
買
い
別
家
を
立
て
た
。
四
男
は
京
都
越
後

屋
本
店
に
奉
公
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
家
に
残
っ
た
の
は
、長
男
と
五
男
の
忠
次
郎
と
一
人
娘「
た
き
」の

三
人
に
な
る
。彼
ら
が
両
親
か
ら
大
事
に
扱
わ
れ
た
の
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。二
十
年

間
ほ
と
ん
ど
家
に
籠
も
る
よ
う
に
し
て『
暦
象
新
書
』の
執
筆
に
没
頭
す
る
な
ど
は
、な

に
よ
り
も
家
族
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
妹
の「
た
き
」が
志
筑
忠
雄
の
一
番
弟
子
・
末
次
忠
助
に
嫁
い
で
い
る
の
も

興
味
深
い
。
末
次
忠
助
は
延
宝
四（
一
六
七
六
）年
、
お
取
り
潰
し
に
な
っ
た
長
崎
代

官
末
次
平
蔵
の
一
族
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
い
で
に
言
及
す
れ
ば
、
森
岡
氏
の「
三
井
越
後
屋
の
長
崎
貿
易
経
営
」に
は
、
渡

辺
氏
の
研
究
を
凌
ぐ
中
野
家
に
関
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
志
筑
忠
雄

の
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
筆
者
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

　
森
岡
氏
に
よ
れ
ば
長
崎
の
落
札
商
人
の
興
亡
は
激
し
く
、「
明
和
六
年
と
、
三
十

年
後
の
享
和
元
年
と
の
商
人
の
名
前
を
比
較
し
て
み
る
と
、
百
二
十
名
中
、
十
名
し

か
共
通
し
た
名
前
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
言
う
。
か
く
も
厳
し
い
競
争
の
中
で
、
中

野
家
が
八
代
に
渡
り
営
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
三
井
越
後
屋

四
二
三
号
　
平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

志し

づ

き

た

だ

お

筑
忠
雄
の
ル
ー
ツ

の
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
実
家
が
西
奉
行
所

の
目
と
鼻
の
先
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
筆
者
が
三
井
文
庫
か
ら
取
り
寄
せ
た『
中
野
用
助
系
図
』本（
一
四
九
一
−

三
八
）の
コ
ピ
ー
を
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
若
干
の
誤
り
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、

補
訂
し
た
も
の
を「
中
野
家
系
図
」と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
家
系
図
に
登
場
す
る
泉
屋

文
四
郎
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
後
考
を
俟ま

つ
こ
と
に
す
る
。

                                         �

　（
洋
学
史
研
究
会
々
員
）

一
、
十
月
九
日
、
今
年
の「
長
崎
く
ん
ち
」の「
お
上の
ぼ

り
」も
無
事
、
賑
や
か
に
終
ら
せ
て
戴

き
ま
し
た
。

一
、
十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
。「
霜
月
」今
年
も
早
い
足
ど
り
で
暦
の
数
が
な
く
な
り
、

後
は
も
う
す
ぐ
師
走
で
す
ね
。
元
気
に
今
年
も
無
事
に
終
ら
せ
て
戴
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

一
、
さ
て
先
日
、
増
田
高
彦
氏
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。

　
増
田
氏
に
は
戦
後
す
ぐ
か
ら
長
崎
学
の
再
興
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
場
所
は

片
渕
の「
心
田
庵
」で
し
た
。
週
に
一
度
は
渡
辺
庫
輔
・
永
島
正
一
両
先
生
を
中
心
に
賑

か
に
長
崎
学
の
話
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、「
心
田
庵
」の
建
物
・
庭
園
の
保

存
を
力
説
さ
れ
た
の
が
増
田
氏
で
し
た
。
考
え
る
と
之こ
れ

が
現
在
の
長
崎
学
学
習
の
第
一

歩
だ
っ
た
と
思
い
、
増
田
氏
の
功
績
を
今
に
し
て
緊
々
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
き
が
あ

り
ま
し
た
。
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
長
崎
の
文
化
と
は
、
一
体
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
が
最
初
に
先
輩
方
よ
り
命
じ
ら

れ
た
事
は
昭
和
三
十
年
四
月
、
長
崎
市
立
博
物
館
の
復
興
で
し
た
。
長
崎
の
博
物
館
は

日
本
最
初
の
三
大
博
物
館
の
創
建
に
始
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
時
は「
博は
く
ぶ
つ
ど
こ
ろ

物
処
」

と
言
い
、
現
在
の
日
本
銀
行
長
崎
支
店
の
あ
る
炉
粕
町
の
場
所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

一
、
長
崎
の
特
色
あ
る
文
化
の
第
一
は「
長
崎
の
美
術
工
芸
」で
あ
る
と
言
わ
れ
、
次
い
で

「
長
崎
の
食
文
化
」が
あ
る
の
で
私
に
其
の
研
究
を
始
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
次

に
長
崎
工
芸
品
の
中
で
未
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に「
鼈べ
っ

甲
」が
あ
る
の
で
、
其
の

研
究
も
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
も
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
其
の
頃
、
奈
良
の
正
倉
院

の
方
よ
り
関
根
真
隆
・
木
村
法
光
両
先
生
が
来
崎
さ
れ
、
正
倉
院
の
玳た
い

琩ま
い

を
研
究
す
る

の
で
奈
良
の
正
倉
院
研
究
所
に
来
る
よ
う
に
と
御
招
き
を
受
け
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
よ

ろ
こ
ん
で
参
加
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
の「
玳た
い

琩ま
い

考こ
う

」は
、
純

心
大
学
博
物
館
よ
り
発
刊
し
て
戴
き
ま
し
た
。

注
　
鼈べ
っ

甲
と
玳た
い

琩ま
い

は
別
種
の
亀
で
、
鼈べ
っ

甲
は
薬
用
に
使
用

す
る
亀
で
、
玳た
い

琩ま
い

は
、
細
工
用
に
す
る
亀
だ
そ
う
で
す
。 松

尾
　
龍
之
介

中野家系図

中
野
利
右
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